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会 議 録 

会議の名称 平成２６年度第１回行田市市民公益活動推進委員会 

開 催 日 時 
平成２６年５月２７日（火） 

開会：午後１時３０分   閉会：午後３時１０分 

開 催 場 所 行田市役所 ３階３０５会議室 

出 席 者 

氏   名 

金原二郎委員、串田隆義委員、園田佳代子委員、織田和美委員、 

関川忠彦委員、鈴木孝佳委員、今村武蔵委員、中村博行委員、 

村澤洋委員、齋藤貴美子委員、長谷川龍委員、野本翔平委員、 

松井秀二郎委員、田尻要委員、矢本政子委員、吉田桂子委員、 

栗本広宣委員、阿部オブザーバー、木村オブザーバー 

欠席者氏名 稲葉誠一委員、加藤修委員、矢部正オブザーバー、 

事 務 局 吉田主査、吉田主事 

会議内容 

司会 吉田主査 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員長挨拶 

４ 議題 

(１)平成２６年度の委員会活動について 

(２)（仮称）行田市市民公益活動推進基本計画策定業務について 

  ①策定作業(グループワーク) 

  ②グループごとの発表及び意見交換 

(３)その他 

５ 閉会 

会 議 資 料 

(資料１) 「行田市市民公益活動推進委員会」及び「(仮称)行田市市民公益活動推進基本計画」の今後について 

(資料２) (仮称)行田市市民公益活動推進基本計画 作業シート 

(資料３) 行田市市民公益活動促進のための基本方針実施計画 

その他必要 

事   項 

傍聴者１名（委員長が委員会に諮ったうえで、次回会議よりオブザー

バーで参加） 
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発 言 者 会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

司  会 

 

委 員 長 

司  会 

 

議  長 

 

 

事 務 局 

委  員 

 

委  員 

 

委  員 

 

 

 

 

委  員 

事 務 局 

 

議  長 

 

事 務 局 

 

議  長 

委  員 

 

委  員 

 

議  長 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員長挨拶 

４ 議題 

・委員長に議事の進行をお願いする。 

・議事に入る。 

・議題（１）「平成２６年度の委員会活動について」事務局より説明

をお願いする。 

・「平成２６年度の委員会活動について」説明。 

・目的の上の、ハードやソフトを整備していく上での視点が必要なの

ではないか。 

・目的の上の基本的な考え方、行田市の市民公益活動に対する基本理

念のようなものがないため、イメージがわいてこない。 

・平成２１年３月に策定した「行田市市民公益活動促進のための基本

方針」表紙の裏の３段目からの「これからのまちづくりは、行政主

導のまちづくりではなく、そうした市民公益活動を行う方々と協働

で市民主導のまちづくりを進めていく必要があると考えています。」

のようなことが、基本理念と考えてよいのではないか。 

・目的の上に基本理念のようなものは必要である。 

・市民公益活動推進委員会設置条例の設置目的を参考に基本理念を考

えて、次回、提示する。 

・続いて、議題（２）「（仮称）行田市市民公益活動推進基本計画策

定作業について」、事務局より説明をお願いする。 

・議題（２）「（仮称）行田市市民公益活動推進基本計画策定作業に

ついて」説明。 

・事務局からの説明について、何かあるか。 

・長期は５年ということだが、すぐ取り組むべきである。中間支援組

織をすぐにでも立ち上げて動くことが大事である。 

・資料３の実施計画の中でも、３年でやっていないものもある。すぐ

にやるべきものは、すぐにやるべきである。 

・２時３０分から、グループごとに発表していただく。 
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議  長 

 

委  員 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委  員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

＜グループワーク＞ 

・発表にうつる。 

＜①グループ＞ 

・市内の約４０団体に連絡し、活動を知ってもらうためのチラシを作

り、全戸配布する。 

・みずしろフェスタを発表、紹介、マッチングの場にしていく。 

・みずしろフェスタの実行委員会を行政ではなく、団体が主体でやっ

ていく。 

・ＧＹＮが主体的に組織として動き、市は支援する立場となる。 

＜②グループ＞ 

・長期で考えるのではなく、できるものからやっていく。 

・「行田市市民活動やる気助成金」は、説明会の開催や機動的に動け

る窓口を設置する。 

・「公共施設の活用方法の検討」は、コミュニティセンターみずしろ

をサポセンにすることと、施設情報の一元化 

・「活動の継続」は、中間支援組織を委員会が担うか、新たに作るか

し、そこが主催でネットワーク会議やみずしろフェスタを実施する。

また、地域コーディネーターの養成講座も実施する。 

・「団体の育成」は、団体に対しアンケートを実施する。 

＜③グループ＞ 

・「団体間の交流」は、みずしろフェスタとは別に、ＮＰＯ等の事例

発表会を年に１～２回開催し、その後意見交換会を実施する。また、

それとは別にネットワーク会議を月１回開催する。 

・「市民と団体の交流」は、みずしろフェスタを中心とし、ＮＰＯの

人気投票など、市民向けのイベントを実施する。 

＜④グループ＞ 

・中間支援組織の育成 

・団体一覧の作成 

・市報等で団体を紹介 

・団体間の連絡会を２ヶ月ごとに実施 

・行政、市民、団体間をコーディネートできるコーディネーターの育

成及び設置 
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委  員 

議  長 

 

議  長 

事 務 局 

議  長 

委  員 

議  長 

 

 

 

 

 

議  長 

事 務 局 

・行政、市民、団体などを巻き込んでの講演会の実施 

＜⑤グループ＞ 

・計画とは直結しないが、ｗｅｂサポセンを２６年度末までに作る。 

・何か意見等あるか。 

－特になし－ 

・議題（３）「その他」について、事務局から何かあるか。 

・次回の案内 

・他に何かあるか。 

－各委員より、団体イベント等のＰＲ－ 

・委員長提案だが、本日、傍聴に来ているものつくり大学の学生につ

いては、市民公益活動に大変興味を持っている。委員の皆さんがよ

ければ、オブザーバーとして、会議に参加させていただきたいがど

うか。 

－異議なし－ 

＜自己紹介（名前：東恩納暖 ヒガシオンナダン）＞ 

・他になければ、以上で議長の職を解かせていただく。 

・以上で平成２６年度第１回行田市市民公益活動推進委員会を終了と

する。 

 


